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令和5年 第2回定例会

令和5年6月21日～6月30日

港区議会
〒105-8511　港区芝公園1-5-25
電話 03-3578-2920　FAX 03-3578-2932
◯ホームページ
　https://www.gikai.city.minato.tokyo.jp/
◯フェイスブック
　https://www.facebook.com/minatokugikai/

●今月の写真●
作品名「夏のお台場」

表紙をあなたの写真で飾りませんか？
【写真のテーマ】私が好きな港区の風景

　　　（発行月の季節にあった風景）

詳しい応募方法は、16頁をご覧ください。

目　次

概要……………………………… 2
議会の構成……………………… 3
代表・一般質問…………… 4〜 9
委員会の活動記録……… 10・11
審議結果、請願………… 12・13
令和４年の議会活動……… 14・15
意見書、お知らせ………………16

委員会構成が決まりました委員会構成が決まりました

「子育て支援と子どもへの直接的な支援の拡充「子育て支援と子どもへの直接的な支援の拡充
を求める意見書」を提出しましたを求める意見書」を提出しました



2

　令和5年第2回定例会は、6月21日から6月30日まで
の10日間にわたって開会されました。初日の21日と22日
は、区長、教育長及び選挙管理委員会委員長に対して、計
17名の議員から代表・一般質問が行われました。
　区長から提出された案件は、審議した結果、条例改正・
補正予算など38件を原案どおり可決・承認しました。
　皆さんから提出された請願は1件を採択、4件を不採択、
1件を継続審査としました。
　議員提出による案件は、意見書1件を可決しました。
　そのほか、「防災・危機管理等安全対策特別委員会」、「こ
どもまんなか・少子化等対策特別委員会」、「ＤＸ推進・行財
政等対策特別委員会」、「交通等対策特別委員会」、「環境等
対策特別委員会」の5つの特別委員会を設置し、各特別委
員会の委員を選任するとともに、委員長・副委員長を互選し
ました。

定例会の概要

会議日程
令和５年第２回定例会
	 ６月21日…	議会運営委員会・本会議
	 	会期決定　諸報告
	 	代表・一般質問５名
	 22日…	本会議・議会運営委員会
	 	代表・一般質問12名
	 	議案等付託
	 	特別委員会の設置
	 	特別委員の選任
	 	5特別委員会
	 	正副委員長互選

	 26日…	４常任委員会
	 	議案等の審査
	 27日…	保健福祉・建設常任委員会
	 	議案等の審査

	 28日…	総務・保健福祉・建設常任委員会
	 	請願等の審査
	 29日…	環境等対策特別委員会
	 	請願等の審査
	 30日…	４常任・５特別委員会
	 	委員長報告・中間報告　
	 	議会運営委員会・本会議
	 	議案等の議決

区議会の情報をご覧ください

　本会議及び予算・決算特別委員会の様子
を、インターネットでライブ配信・録画配信し
ています。録画配信は、お好きな時間にパソ
コンやスマートフォン等でご覧いただけます。

　港区議会では、「みなと区議会だより」のほか、ホームページでの動画配信（ライブ配信・録画中継）、フェイスブック
などを活用して、区議会のさまざまな情報をお届けしています。ぜひ、区議会の情報をご覧ください。

・動画配信 ・フェイスブック
　会議のお知らせや、さまざまな
活動について情報発信しています。
皆さんからの「いいね！」をお待ち
しています。
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議会の構成 ※各委員会は、委員長・副委員長・委員（議席番号順）で表記しています。

議会運営委員会 会派名及び構成人数

◎ やなざわ　亜紀（ 自 民 ）

○ 玉　木　まこと（ 未 来 ）

さいき　陽　平（ 未 来 ）

山野井　つよし（ 政 策 ）

小　倉　りえこ（ 自 民 ）

自民＝自民党議員団 （11人）

未来＝みなと未来会議 （7人）

公明＝公明党議員団 （4人）

政策＝みなと政策会議 （4人）

維新＝港区維新 （3人）

常任委員会

総　　　　務

◎ 池　田　たけし（ 公 明 ）

○ 阿　部　浩　子（ 政 策 ）

森　けいじろう（れいわ）

ませ　のりよし（ 自 民 ）

小　倉　りえこ（ 自 民 ）

鈴　木　たかや（ 自 民 ）

榎　 本　　 茂（ 維 新 ）

なかまえ　由紀（ 未 来 ）

保　健　福　祉

◎ 山野井　つよし（ 政 策 ）

○ 土　 屋　　 準　（ 自 民 ）

とよ島 くにひろ（ 参 政 ）

さいき　陽　平（ 未 来 ）

白　石　さと美（ 維 新 ）

福　島　宏　子（ 共 産 ）

丸山　たかのり（ 公 明 ）

ゆうき　くみこ（ 自 民 ）

七　戸　じゅん（ 未 来 ）

建　　　　設

◎ うかい　雅　彦（ 自 民 ）

○ 石　渡　ゆきこ（ 未 来 ）

三　田　あきら（ 自 民 ）

兵　藤　ゆうこ（ 政 策 ）

な か ね　　 大（ 公 明 ）

根　本　ゆ　う（ 維 新 ）

玉　木　まこと（ 未 来 ）

二　島　豊　司（ 自 民 ）

風　見　利　男（ 共 産 ）

区　民　文　教

◎ 琴　尾　みさと（ 未 来 ）

○ 清　原　和　幸（ 自 民 ）

新　藤　加　菜（Noblesse）

野　本　たつや（ 公 明 ）

やなざわ　亜紀（ 自 民 ）

清　家　あ　い（ 政 策 ）

榎　本　あゆみ（ 未 来 ）

池　田　こうじ（ 自 民 ）

環境等対策

◎ 丸山　たかのり（ 公 明 ）

○ ゆうき　くみこ（ 自 民 ）

さいき　陽　平（ 未 来 ）

ませ　のりよし（ 自 民 ）

兵　藤　ゆうこ（ 政 策 ）

玉　木　まこと（ 未 来 ）

榎　 本　　 茂（ 維 新 ）

うかい　雅　彦（ 自 民 ）

特別委員会

防災・危機管理等安全対策

◎ 根　本　ゆ　う（ 維 新 ）

○ 小　倉　りえこ（ 自 民 ）

野　本　たつや（ 公 明 ）

山野井　つよし（ 政 策 ）

石　渡　ゆきこ（ 未 来 ）

風　見　利　男（ 共 産 ）

なかまえ　由紀（ 未 来 ）

清　原　和　幸（ 自 民 ）

うかい　雅　彦（ 自 民 ）

こどもまんなか・少子化等対策

◎ さいき　陽　平（ 未 来 ）

○ 白　石　さと美（ 維 新 ）

とよ島 くにひろ（ 参 政 ）

森　けいじろう（れいわ）

やなざわ　亜紀（ 自 民 ）

清　家　あ　い（ 政 策 ）

榎　本　あゆみ（ 未 来 ）

丸山　たかのり（ 公 明 ）

ゆうき　くみこ（ 自 民 ）

ＤＸ推進・行財政等対策

◎ 池　田　こうじ（ 自 民 ）

○ な か ね　　 大（ 公 明 ）

新　藤　加　菜（Noblesse）

琴　尾　みさと（ 未 来 ）

ませ　のりよし（ 自 民 ）

鈴　木　たかや（ 自 民 ）

阿　部　浩　子（ 政 策 ）

七　戸　じゅん（ 未 来 ）

交通等対策

◎ 福　島　宏　子（ 共 産 ）

○ 兵　藤　ゆうこ（ 政 策 ）

三　田　あきら（ 自 民 ）

玉　木　まこと（ 未 来 ）

土　 屋　　 準（ 自 民 ）

二　島　豊　司（ 自 民 ）

榎　 本　　 茂（ 維 新 ）

池　田　たけし（ 公 明 ）

議長   鈴木 たかや　 副議長   七戸 じゅん　 監査委員   二島 豊司 ◎委員長　　○副委員長

ゆうき　くみこ（ 自 民 ）

榎　 本　　 茂（ 維 新 ）

池　田　たけし（ 公 明 ）

共産＝共産党議員団 （2人）

Noblesse＝Noblesse oblige（1人）

れいわ＝港区れいわ新選組 （1人）

参政＝参政党の会 （1人）
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校を通じて保護者の負担軽減効果
を確認するとともに、国の動きを
注視し、区の財政状況等も踏まえ、
検討する。

Q.その他の学校関連経費負担軽減
策の実施状況について

A.引き続き、区立中学校における保
護者負担の軽減に取り組む。

Q.部活動指導員の確保と質の向上
について

A.運営体制や課題などを事業者と速
やかに共有し、生徒や保護者の意
見も聞きながら、円滑な部活動運
営に取り組む。

Q.部活動指導員の地域との連携に
ついて

A.外部人材を地域の貴重な人材とし
て捉え、地域に根ざした部活動と
して展開する。

Q.御田小学校改築中の通学路の設
定について

A.学校と警察などの関係機関による
通学路点検も予定しており、児童
の安全確保の観点から慎重に検討
を進め、令和 5 年 9 月までに通学
路を設定する。

Q.御田小学校改築中の通学手段に
ついて

A.通学距離が遠距離となる児童も多
くいるため、公共交通機関を利用
する児童に対する交通費補助を行
うこととしており、現在補助制度
の詳細を検討している。

Q.通称名「お台場学園」の庁内で
の使用徹底について

A.通称名の使用例を具体的に周知す
るなど、使用を徹底していく。

Q.公立学校における教員を支援す
る人材の増員について

A.学校を支援する新たな人材を活用
することで、担任が学級経営に専
念できる体制を更に強化する。

Q.身近な地域で気軽に相談できる
保育園について

A.妊娠期から子育て期の多様なニー
ズや、ライフステージに即した支
援プログラムを工夫し、地域の子
育て家庭を切れ目なく支援してい
く。

Q.産前産後の切れ目のない子育て
支援について

A.全ての妊婦と子育て家庭が安心し
て出産・子育てができるよう、こ
れまで以上に伴走型の相談支援を
推進していく。

区役所内部の改善について

Q.区役所内部業務の早急なDX化
について

A.行政手続のオンライン化のほか、
内部事務も含めた全ての業務で
DX を推進する。

Q.区における生成 AI の利用方針
について

A.令和 5 年 6 月に生成 AI の利用方
針を策定し、活用を推進している。

Q.福祉総合窓口の運用改善の総括
と今後着手する課題について

A.多機関・多職種の連携を更に推進
し、相談者が社会とつながり、地
域で支え合える包括的な支援体制
の整備を進める。

助成制度について

Q.自転車用ヘルメット購入助成の
申請について

A.これまで 13 歳未満の子どもを対
象としていた購入費の助成を全年
齢へと拡大した。

 自民党議員団 

安定した区政運営について

Q.港区基本計画について
A.まちのにぎわいの創出や子ども施

策の充実、DX の加速化を新たに
重点課題として設定するなど、計
画を大胆に見直していく。

Q.政策評価について
A.政策と施策の相関関係を分析する

ことで、施策の統廃合や立案につ
なげ、これまで以上に実効性の高
い港区基本計画へと改定する。

Q.総合支所間の連携について
A.総合支所協議会等において取組を

共有し、より効果的かつ全区的な
事業展開につなげる。

Q.総合支所長の兼務について
A.地域の実情を政策形成に反映でき

るよう兼務している。

子育て・教育について

Q.保育園等の給食費について
A.全てのゼロから 5 歳児の給食費を

負担軽減することにより、保護者
が家庭における子育てに係る費用
として活用することが期待でき、
区としても子どもの心身の発達に
密接にかかわる食の部分を支えて
いく。

Q.区立小・中学校給食費不徴収の効
果検証と継続実施の検討について

A.令和 6 年度の実施については、学

代表・一般質問
６月２１日・２２日

※代表・一般質問は要約して掲載しています。詳しくは、右の
　二次元コードを読み取り「動画配信」をご覧ください。
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Q.屋内喫煙場所整備について
A.事業者による喫煙場所の設置と

運営継続を促進するため、助成
制度の必要な見直しを早急に検
討する。

健康について

Q.AED設置拡大の進捗と今後の計
画について

A.区ホームページやパンフレット等
での周知、講習会等を通し、積極
的な啓発と活用支援に取り組む。

Q.がん検診の質の向上について
A.区民に質の高いがん検診を提供す

るために、港区医師会と連携して、
検査精度等の向上を図る。

Q.感染症予防啓発について
A.対象者が日常的に利用している媒

体を通じて情報発信するなど、予
防啓発を工夫する。

産業振興について

Q.区内共通商品券の利用可能店舗
の拡大について

A.商店会のないエリアの店舗でも商
品券を取り扱うことができること
を、港区商店街連合会と協力し周
知する。

港区のまちづくりについて

Q.定住促進指導要綱について
A.定住促進指導要綱に基づく生活利

便施設等の効果的な見直しについ
て、引き続き検討を進める。

Q.公園トイレの整備計画について
A.整備方針に基づき、区内の公衆ト

イレ 31 か所を計画的に整備する。
Q.みなと芸術センターについて
A.運営に当たっては、財団の強みだ

けでなく民間事業者と協力し、そ
れぞれが持つ高い専門性や経験を
効果的に活用しながら質の高い事
業に取り組む。

Q.自転車シェアリングのサイクル
ポートの設置について

A.地域の方々から要望がある場合に

は、土地所有者や関係者と地域の
方々との協議の場を設けるなど、
設置手続が円滑に進められるよう
努める。

Q.お台場海浜公園再整備について
A.地域の声を踏まえながら取り組ん

でいくよう、区は、積極的に東京
都に働きかける。

Q.水環境の改善に向けた取組につ
いて

A.水環境について更に知ってもらう
ため、下水処理施設等の視察や区
民への情報発信の強化等について
検討する。

防災について

Q.関東大震災 100年継承プロジェ
クトについて

A.年齢や国籍を問わず幅広い世代の
方々の災害への備えに対する意識
を高め、訓練への参加や在宅避難
に向けた備蓄の充実などにつな
げ、地域防災力を強化する。

Q.防災士の活用について
A.防災士が地域防災力向上のために

活動できる機会の創出を進める。
Q.長周期地震動＊に対するエレベー
ターの安全対策について

A.国の長周期地震動対策の動向を注
視するとともに、エレベーター製
造会社にヒアリングするなど、効
果的な安全対策について情報の収
集に努める。

Q.台場地区における災害医療につ
いて

A.港区医師会や区内の災害拠点病院
等と台場地区の災害医療体制の検
討を進めるとともに、江東区など
とも意見交換を行い、連携する。

電動キックボードの安全利用の
啓発について

Q.新たな交通ルールの周知について
A.安全利用に関するリーフレットを

配付し、区ホームページなどに
ルールを掲載するなど、安全利用
の周知に努める。

Q.警察や事業者等との協力について
A.シェアリング事業者や販売店に対

しては、電動キックボード利用者
に動画などを活用した安全講習の
実施を要請する。

 みなと未来会議 

少子化対策と子育て支援について

Q.児童手当に所得制限がかかり、
約半数の子育て家庭に影響して
いることを鑑み、港区独自の児
童手当を実施すべき

A.予定はしていない。
Q.毎回 1万円の自己負担をするこ
ともある妊婦健診・無痛分娩で
は、数十万円もかかる出産費用
の心配をすることなく産める補
助にすべき

A.妊婦健診の超音波検査は 2 回から
4 回に拡充する。出産費用は区の
実態を調査・把握する。

Q.子育てひろばでおむつを捨てら
れるようにすべき

A.今後施設で処分できるようにする。
Q.第1子の保育料も無償化にすべき
A.子育て世帯の負担の在り方の中で

総合的に検討する。

安定した財政運営について

Q.港区から約 63 億円の税金が流
出しているのに対し、約 8千万
円の寄付しか集まっていない現
状を踏まえ、区内企業と連携し
魅力的な返礼品を用意すべき

A.返礼品は設けない。

＊ 長周期地震動：周期の長いゆっくりとした大きな揺れ。
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増上寺から見た東京タワー

水辺景観形成特別地区について

Q.水辺に接続するオープンスペース
のある建築物の誘導について

A.景観表彰制度による意識啓発に加
え、街と水辺のつながりに配慮し
た景観形成に努める。

「進めよう！おもてなし公衆
トイレ」整備方針の対象について

Q.公衆トイレだけでなく公園トイレ
も整備対象にすべき

A.公園トイレも加えた整備計画を立
案し、プロポーザル方式も含め、
計画的に整備を進める。

区立中学校の部活動について

Q.希望校に入学できない生徒の希望
の部活動への参加について

A.令和 5 年度、15 の部活動を地域
部活動に指定し、他の区立中学校
生徒も入部が可能になった。今後、
地域部活動を段階的に拡大する。

都立新国際高校（仮称）について

Q.白金高輪駅や正門前の混雑の緩和
と安全対策を要望すべき

A.生徒や地域の方が安全かつ円滑に
通行できるよう要望する。

都立新国際高校（仮称）建設予定地

連携型中高一貫教育校について

Q.区立中学校と都立高校との連携を
模索すべき

A.公私立問わず区内の高校と区立中
学校との連携を検討する。

スケートボードについて

Q.夕凪橋際遊び場のスケートボード

利用の継続について
A.地域の方や利用者等と連携を図

り、スケートボードができる環境
が更に改善するよう努める。

湧水の保全について

Q.湧水管理者への支援について
A.必要性の判断のため、湧水の管理、

運用方法等を把握する。

警戒レベル3の避難支援に
ついて

Q.高齢者等避難の実効性のある体制
構築について

A.避難情報の伝え方の工夫や、高齢
者等避難の支援者を確保する。

基金運用利回り向上施策に
ついて

Q.利回りを向上させるようなポート
フォリオの変更を行うべき

A.確実かつ効率的運用が定められ、
慎重に管理・運用する。

ドッグラン施設の拡充について

Q.区内の公園にドッグラン施設を拡
充すべき

A.設置可能な候補地を調査中。

マイノリティの包摂政策について

Q.性的少数者との懇談の実施は
A.相談等を継続し、検討する。

 公明党議員団 

令和6年度予算編成方針に
向けて

Q.こども・子育て支援の、インパク
トある方向性を打ち出すべき

A.「こども未来戦略方針」を十分に
踏まえ、予算を編成する。

避難所における子どもへの配慮に
ついて

Q.キッズスペースなど設置を
A.地域防災計画の中にも示す。

区民のための区政運営について

Q.役所の制度を窓口で聞いても知
らないなど、支所の窓口と本庁
の連携が不十分で区民に不信感
が生まれているが、今後の対応
は

A.総合支所と本庁の支援部の連携
を強化していく。

質の高い教育について

Q.公・私立に関わらず区内中・高
校生の留学支援をすべき

A.今後の検討課題とする。
Q.芝浜小の遊び場が少ないため、
各学年が休み時間に遊べる場所
を指定されている現状を踏まえ、
スポーツセンター等を活用すべ
き

A.令和 5 年 6 月から各学年が順に
アリーナを使用できるようにし
た。さらに遊び場を確保してい
く。

快適で楽しめる街づくりについて

Q.密閉型にできる喫煙所は限られ
ているため、密閉型にできない
喫煙所の副流煙対策をすべき

A.運用と施設面から喫煙環境の整
備に取り組み、整備手法を調査・
研究していく。

Q.運河クルーズは人気が高く、イ
ベントの数時間前には満席とな
る現状から、区民の乗船機会を
増やすべき

A.区民が船に乗って水辺に親しめ
る機会の拡大に努める。

有栖川宮記念公園について

Q.公園の将来像を区民と区が話し
合う場を提供すべき

A.イベントの機会も通じて公園に
対するご意見を伺い、区民等と
公園づくりを協働していく。

港区景観計画について

Q.東京タワーなどランドマークへ
の眺望に与える影響について

A.ランドマークを取り巻く環境や
街並みの変化を捉え、実効性あ
るよう幅広く検討する。
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インバウンド呼び込みの
観光政策について

Q.観光インフォメーションセンター
拡充などに取り組むべき

A.港区観光協会等と連携・協力を図
りながら、積極的に取り組む。

高齢者住宅の入居拡充について

Q.住戸の拡充と入居要件の周知を
A.拡充検討し、区外の親の入居要件

を SNS 含め情報発信する。

米粉普及のための食育について

Q.食料自給率の向上のためにも、学
校給食で米粉パンの活用を

A.区立全小・中学校で提供する。

選挙違反事例の周知啓発に
ついて

Q.ホームページやSNSなどを通じ
てイラスト等を用いて周知啓発を

A.分かりやすく案内している自治体
を参考に取り組む。

高校生に対する施策について

Q.関わりが希薄である高校生世代へ
の施策についての考えは

A.居場所づくりに取り組む。

プレミアム商品券特設サイトの
検索機能の拡充について

Q.検索機能を追加すべき
A.令和 5 年 7 月中旬に追加予定。

区民向け住宅へのエアコン設置
について

Q.先ずはシティハイツ高浜・車町に
区で設置をすべき

A.エアコン購入助成金で対応する。

 みなと政策会議 

子ども施策の実現について

Q.当事者である子ども達の声を施策
に反映させるべき

防災DXについて

Q.デジタルを活用した防災力向上に
向けた取組を促進すべき

A.今後もデジタル技術を積極的に取
り入れ、災害対応力を一層向上さ
せる。

区職員の子育て支援策について

Q.男性職員の育児休業取得や子育て
時のテレワークを推進すべき

A.今後も取得しやすい職場環境づく
りの促進、テレワーク時の柔軟な
勤務時間設定を検討する。

セカンドライフ支援について

Q.高齢者が生きがいを持ち社会参画
できるよう、支援窓口と推進部署
の設置を

A.保健福祉支援部が中心となり、関
係機関や団体等に働きかけなが
ら、高齢者のより充実したセカン
ドライフを支援する。

里帰り出産時の保育料の免除に
ついて

Q.給食費と同様に保育料免除を
A.里帰り出産に伴い休園する間の保

育料については、第 2 子以降の子
どもを安心して産み育てられるよ
う、子育て世帯の負担の在り方の
中で総合的に検討していく。

トランスジェンダー女性について

Q.公衆浴場での取り扱いを伺う
A.身体的特徴で判断する。

A.タブレット端末や区長と区政を語
る会を通じ、地域事業や環境・防
災等の分野で子どもが意見表明し
やすい環境づくりに取り組む。

公園トイレについて

Q.公園トイレをきれいで安心して利
用できるように整備を

A.子どもも安心して利用でき、誰も
が利用したいと思えるきれいなト
イレの整備に努めていく。

公園の水遊び場について

Q.小さな子ども達が安心して水遊び
できる公園の整備を

A.水遊び場は、衛生面における水質
の検査や管理、噴水機器の定期的
な点検が必要。今後も遊びの空間
の充実を図っていく。

高齢者への支援について

Q.令和2年の調査によると、港区の
平均寿命は男性が82.8才で23区
中6位、女性は88.1才で8位と
なっている中、いきいきプラザ等
で開催されていた会食サービスも
コロナで中止になっている。世代
間交流で食事ができる場所等、高
齢者の方々が健康で長生きできる
環境づくりが必要

A.区独自の健康長寿アプリを開発す
るなど、介護予防に取り組むこと
ができる環境を充実していく。食
事を通じた世代間交流の取組は、
いきいきプラザ等の利用者の意見
も参考に検討する。

事実婚への支援について

Q.性的マイノリティのカップルには
マリアージュ制度があるが、異性
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ていない。建設当初からどのよう
に計画が変わったか、東京都に住
民説明会を開催するよう求めてい
ただきたい

A.東京都に伝える。

 共産党議員団 

防犯カメラの安全対策について

Q.すべての防犯カメラの安全確認、
保守点検の実態調査、設置費・維
持管理費の増額、事故の際の補償
の検討を

A.アンケート調査中。区として防犯
カメラの保守点検の準備を進め、
助成制度の充実に向け検討中。事
故の補償は設置者が責任を負う。

落下したものと同じ機種の防犯カメラ

STOP！羽田低空飛行について

Q.『固定化回避のための検討会』で
は現在の滑走路を固定化するこ
とが大前提の「名ばかり検討会」。
国に新飛行ルートの運用中止、海
上ルートにするよう求めること

A.国に固定化回避の検討を加速する
よう、強く要請する。

キッズ・ゾーンの更なる設置を

Q.子どもに関わる施設が多く、歩
車分離できない道が多い白金に、
キッズ・ゾーンの設置を急ぐこと

A.設置する候補場所の選定作業中。
設置に向け取り組む。

Q.エレベーター閉じ込め対応訓練に
ついて

A.総合防災訓練において、車両によ
る疑似体験を実施しているが車両
が少なく、より多くの会場で実施
できるよう努めていく。

マンション単位のコミュニティに
ついて

Q.マンション単位のコミュニティ形
成について区の考えは

A.マンション単位のコミュニティの
重要性は認識しており、地域活動
の醸成に向け、取り組む。

高齢者の認知症対策について

Q.早期発見に対する施策と課題、今
後の取組は

A.より早期に発見することが課題。
港区医師会などの関係機関と連携
し一層推進する。

Q.港区医師会によるセルフチェック
シート健診と周知は

A.受診率向上のための周知につい
て、港区医師会とともに検討する。

Q.精度の高い検査の必要性は
A.今後より精度の高い検査方法等

を、関係機関の意見も伺い検討す
る。

Q.認知症の人やその家族へのサポー
ト体制と課題は

A.地域、警察、医療機関、介護事業
者等と連携して支援充実に努め
る。

芝浦水再生センター新ポンプ場
建設の住民説明会について

Q.港区以外の10区のトイレや台所
の汚水が集まる芝浦の下水場から
は、浄化槽を通さない未浄化の汚
水が、毎月東京ドーム一杯分以上
も運河に放流されており、東京最
大の環境と衛生問題である。改善
策として、東京都が計画している
新ポンプ施設建設は、10年の歳
月と67億5,000万円の経費をか
けながらまだ着工段階にすら至っ

婚で夫婦別姓を望む事実婚の方々
にはそうした制度はない。事実婚
の方々へも拡大を

A.自治体で事実婚としての関係性を
証明することは慎重に判断すべ
き。国の動向を注視していく。

都立新国際高校（仮称）について

Q.学校内の敷地を利用して、区道か
ら国道に通り抜けができるよう東
京都に働きかけを

A.東京都からは災害時、住民が学校
敷地内へ入れる出入口を設け、国
道に抜けられるよう検討している
と聞いている。今後も地域のご意
見を伺いながら東京都と協議して
いく。

神宮外苑再開発について

Q.説明会の開催時期を早期に明らか
にし、幅広く希望者が参加できる、
一方的な説明にならない対話型で
開催するよう事業者を強く指導し
てほしいが、区の見解は

A.事業者には早期に説明会の開催時
期を明らかにし、説明会に出され
た区民等の意見に真摯に耳を傾
け、可能な限り事業計画に反映す
るよう強く求めている。

Q.名勝指定についての状況は
A.令和 5 年 6 月に所有者である明治

神宮を訪問し、名勝指定の手続を
説明するとともに、銀杏並木と絵
画館は今後も守り続けていくこと
を確認した。事業の進捗を踏まえ
ながら、名勝指定の協議を継続し
ていくことの同意を得ている。

 港区維新 

震災時のエレベーター
閉じ込め対応について

Q.共助の仕組みづくりを
A.共助による対応はマンション居住

者の話し合いと意向を聞き、訓練
を実施する。
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校庭に埋もれたクギについて

Q.杉並区で校庭に放置されたクギで
子どもが大けが。安全最優先に金
属探知機で調査を

A.関係業者に調査方法等についてヒ
アリング中。

神宮外苑再開発の抜本的
見直しを

Q.事業者に広く国民の意見を聞くた
め、一旦工事を中止し説明会の開
催を強く要請すること

A.工事の中止は要請しない。説明会
は、令和 5 年夏頃の開催準備中。

 Noblesse oblige 

公共施設における
女性専用トイレについて

Q.女性専用トイレがなくなってきて
いる社会問題を区は認識している
か

A.多様な利用者の声を踏まえ、工夫
した結果と認識している。

LGBT法成立を受けて

Q.民間団体の活用の現状
A.既に広報への寄稿・講座講師の依

頼のほか、団体活動への助成金交
付を行っている。

Q.学校でのLGBT教育について
A.中学校の道徳の授業で「様々な性」

について考えることや保健体育の
授業で性意識について取り上げて
いる。

 港区れいわ新選組 

障害者施設の整備拡充について

Q.グループホームの整備が課題。民
間物件の活用に取り組むべき

A.区有地における施設整備のほか、
民間物件の活用を含めた効果的な
整備方法を検討していく。

港区安全の日を踏まえた
安全対策について

Q.区有施設のエレベーター事故を受
けた取組について

A.平成 18 年度から毎年、区独自の
区有施設安全総点検を実施。

Q.今後の安全対策全般について
A.区有施設安全総点検や区民向け講

演会等を実施。区の安全に対する
姿勢を発信し、安全で安心な地域
社会づくりを継続していく。

 参政党の会 

神宮外苑の再開発計画について

Q.神宮外苑地区の近隣住民にヒアリ
ングを行ったところ、開発事業者
から十分な説明が聞けていないの
で、何が行われているかが把握で
きず、再開発事業に対する不安を
訴える方が多かった。これは事業
者から十分な説明がされていない
のではないか。これについて現在
の状況を説明してほしい

A.区は令和 5 年 2 月及び 3 月に説
明会の開催と積極的な情報発信を
要請し、事業者はそれを受け、4
月にホームページの構成を見直
し、令和 5 年夏頃に説明会を開催
する準備を進めている。

本会議場の傍聴席にはモニ
ターを設置し、議員の代表・一
般質問と区長の所信表明時には
手話通訳及び字幕もご覧いただ
けます。

また、本会議、予算特別委員
会及び決算特別委員会の様子
は、各総合支所にあるデジタル
サイネージ、区議会ホームページ
の「動画配信」からもご覧いた
だけます。

会議の開会予定については、
区議会ホームページやポスター
等でご案内いたします。
【問い合わせ】
区議会事務局議事係
　電話　０３-３５７８-２９１５

区議会はどなたでも
傍聴できます

【各会派の連絡先】
不在の場合は、区議会事務局へ

電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 11

自民党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 2 7
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 0 9

みなと未来会議
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 8
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 8 5 4

公明党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 5
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 7

みなと政策会議
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 8
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 9

港区維新
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 6 0
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 6

共産党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 5
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 47

Noblesse oblige
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 2 2

港区れいわ新選組
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 61
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 6

参政党の会
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 14
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 9



常任委員会の活動記録 ※�議案は概要のみ掲載しています。
詳しくは、左の二次元コードを
読み取り「議案」をご覧ください。

10

●区長報告第8号　令和4年度港区一般会
計予算繰越明許費繰越計算書
令和4年第3回定例会及び第4回定例会並び
に令和5年第1回定例会で繰越明許費を設定
した事業に係る経費を翌年度へ繰り越し

●区長報告第9号　令和4年度港区一般会
計予算事故繰越し繰越計算書
避けがたい事故のため年度内に支出が終
わらず事故繰越しした経費を翌年度へ繰り
越し
○半導体供給不足の影響に伴う事業完了の
見通し

●区長報告第10号　専決処分について
令和4年3月15日に議決した「麻布十番一・
二丁目道路整備工事（Ⅱ期）請負契約」につ
いて、排水施設の構造変更等及び安全施
設の追加設置並びに沿道における建築
工事との調整に伴い、契約金額2億8,781
万2,800円を477万2,900円増額し、2億
9,258万5,700円に、工期「令和5年9月30
日まで」を「令和5年11月17日まで」に変更
する

●議案第31号　港区職員の勤務時間、休日、
休暇等に関する条例の一部を改正する条例
「港区職員の給与に関する条例」の一部改
正等にあわせ、規定を整備する

●議案第32号　港区職員の育児休業等に関
する条例の一部を改正する条例
●議案第33号　港区職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例

●議案第34号　港区職員の旅費に関する条
例の一部を改正する条例

●議案第35号　港区職員の退職手当に関す
る条例の一部を改正する条例
パートナーシップ関係の相手方を配偶者と
同等に取り扱うため、規定を整備する
○相手方との関係性の確認方法
○本件に関する他自治体の検討状況の把握

●議案第48号　令和5年度港区一般会計補
正予算（第4号）
歳入歳出それぞれ3億4,752万円を追加し、
総額をそれぞれ1,657億7,458万6千円とする
○ヤングケアラー支援事業の配食支援の回
数等

○給食食材費の価格高騰に対する区の対応

●議案第49号　工事請負契約の承認につい
て
浦島橋改修工事の工事請負契約の承認を
求める
○橋を架け替えた場合のコスト
○橋梁下のライトアップ

●議案第50号　工事請負契約の承認につい
て
港区立大平台みなと荘外壁等改修工事の
工事請負契約の承認を求める
○事故防止の観点から浴室の床を滑りにくい
素材にする

●議案第51号　工事請負契約の承認につい
て
（仮称）南青山二丁目公共施設新築工事の
工事請負契約の承認を求める
○土地取得後の用地活用の早期検討
○井戸の活用方法

●議案第52号　物品の購入について
介護保険支援システム用サーバー等の更新
のため、サーバー2台、パーソナルコンピュー
ター49台、プリンター25台を購入する
○入札後、辞退した事業者の理由
○システムが故障した際のバックアップ

●議案第53号　物品の購入について
老朽化した起震車の買換えのため、起震車
1台を購入する
○納期短縮の可否
○車両性能及び保管場所

●議案第54号　物品の購入について
災害時における在宅避難に備えるため、携
帯トイレセット（20個入り）26万5千セットを
購入する
○備えるべき備蓄品をまとめたチラシの配付
○コールセンターの役割

●議案第55号　物品の購入について
港区立芝公園多目的運動場の人工芝の買
換えのため、人工芝114枚を購入する
○人工芝の素材及び性能
○マイクロプラスチックへの対処

●議案第56号　物品の購入について
港区立図書館等のセキュリティゲートの買換
えのため、セキュリティゲート8基を購入する
○落札事業者の決定方法

●議案第57号　物品の購入について
区立小学校及び区立中学校における業務効
率化のため、インクジェットプリンター22台を
購入する
○保守業務委託に含まれる業務
○本製品を導入することにした経緯

●議案第58号　物品の購入について
港区立御田小学校の仮移転に伴うちゅう房
の整備のため、ちゅう房機器96点を購入する
○入札金額が拮抗している理由

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇港区基本計画改定方針
◇港区公の施設の使用料算出にあたっての
基本的な考え方の改定

●議案名、概要 ○主な質疑

総 　 　 務

●議案第39号　港区立認定こども園条例及
び港区保育の実施に関する条例の一部を
改正する条例
保育の実施に係る給食費の保護者負担を
軽減する

●議案第40号　港区立児童発達支援セン
ター条例の一部を改正する条例
障害児通所支援事業の利用に係る食事の
提供に要する費用の保護者負担を軽減する
〇保護者への制度の周知
〇保育の一環としての給食の考え方

●議案第41号　港区児童福祉施設の設備
及び運営に関する基準を定める条例等の
一部を改正する条例
「こども家庭庁設置法等の施行に伴う厚生
労働省関係省令の整備等に関する省令」の
施行による国の「児童福祉施設の設備及び
運営に関する基準」の一部改正等を踏まえ、
規定を整備する

保 健 福 祉

起震車（高輪公園）視察の様子
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●議案第37号　港区立児童遊園条例の一
部を改正する条例
都営南青山一丁目第2アパートの解体に伴い
南一児童遊園を廃止するほか、北青山三丁目
地区第一種市街地再開発事業の施行に伴
い北青山三丁目児童遊園を廃止する
〇敷地内の広場の活用
〇再開発事業区域内の旧耐震基準の建物の
対策

●議案第38号　港区地区計画の区域内にお
ける建築物の制限に関する条例の一部を
改正する条例
田町駅東口地区再開発地区整備計画等の
都市計画が変更されたことに伴い、規定を整
備する
〇改正内容の詳細

●議案第59号　指定管理者の指定について
一の橋公園自転車駐車場の指定管理者を
指定する
〇自転車駐車場設置における効果
〇人員配置及び業務内容

●議案第60号　指定管理者の指定について
特定公共賃貸住宅の指定管理者を指定する

●議案第61号　指定管理者の指定について
区営住宅の指定管理者を指定する

●議案第62号　指定管理者の指定について
区立住宅の指定管理者を指定する
〇区民からの評価及び苦情の有無
〇財務状況分析の評価方法

●議案第64号　特別区道路線の廃止につ
いて
虎ノ門一丁目東地区第一種市街地再開発事
業の施行に伴い、特別区道路線を廃止する

●議案第65号　特別区道路線の認定につ
いて
虎ノ門一丁目東地区第一種市街地再開発事
業の施行に伴い、特別区道路線を認定する
〇廃止の目的
〇市街地再開発事業に伴う権利者の転出件
数及び転出予定

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇麻布十番一・二丁目道路整備工事（Ⅱ期）の
工期等の変更

◇浦島橋改修工事

建 　 　 設

●議案第36号　港区特別区税条例の一部を
改正する条例
「地方税法」の一部改正等に伴い、森林環境税
を個人住民税均等割と併せて徴収するととも
に、特定小型原動機付自転車に係る軽自動車
税の種別割を創設するほか、規定を整備する

●議案第44号　港区立学校設置条例の一
部を改正する条例
御田小学校の改築に伴い、仮施設へ移転す
るため、位置を変更する
〇通学路の安全対策
〇今回の仮移転により指定校に戻ることを希
望した児童への対応

●議案第45号　港区立学校施設等使用条
例の一部を改正する条例
学校施設使用団体の利便性向上を図るた
め、使用単位を見直すほか、使用できる施設
を追加する
〇学校施設開放の管理体制
〇使用を不承認とする場合の流れと営利目
的の確認

●議案第46号　港区幼稚園教育職員の勤
務時間、休日、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例
「港区幼稚園教育職員の給与に関する条
例」の一部改正にあわせ、規定を整備する

区 民 文 教
●議案第47号　港区幼稚園教育職員の給与
に関する条例の一部を改正する条例
パートナーシップ関係の相手方を配偶者と
同等に取り扱うため、規定を整備する
〇その他の婚姻関係に相当すると教育委員
会が認める二者間の関係の判断基準

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇大平台みなと荘の外壁等改修工事に伴う
臨時休業

◇ウクライナ避難民に対する新たな支援策の
実施

〇保育の内容について定める指針で引用して
いる用語が特命担当大臣にならない理由
〇人材育成センターへの名称変更に伴う内
容等の変更有無

●議案第42号　港区幼保連携型認定こども
園の学級の編制、職員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例
「幼保連携型認定こども園の学級の編制、
職員、設備及び運営に関する基準」の一部
改正を踏まえ、規定を整備する
〇幼保連携型認定こども園の定義
〇これまでに懲戒権を行使した事例

●議案第43号　港区幼保連携型認定こども
園以外の認定こども園の認定の要件を定
める条例の一部を改正する条例
国が定める幼保連携型認定こども園以外
の認定こども園の認定に係る基準の一部
改正を踏まえ、規定を整備する
〇看護師を保育士とみなす際の条件整備
〇子どもの心身に有害な影響を与える行為の
把握

●議案第63号　指定管理者の指定について
障害者住宅シティハイツ竹芝の指定管理者
を指定する
〇障害者住宅を指定管理者に運営させる理由
〇障害者雇用率の達成状況

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇介護保険支援システム用サーバー等の購入
◇区立児童発達支援センターにおける給食
費の負担軽減策の実施

港区立障害者住宅シティハイツ竹芝視察の様子

北青山三丁目児童遊園視察の様子
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議案等の審議結果

令和５年第２回定例会　案件名
自
民
党 

議
員
団

み
な
と 

未
来
会
議

公
明
党 

議
員
団

み
な
と

政
策
会
議

港
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維
新

共
産
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議
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団

  
No
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o
b
l
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e

港
区
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新

選

組

参
政
党

の

会

議
決
結
果

区長報告
第８号 令和４年度港区一般会計予算繰越明許費繰越計算書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

区長報告
第９号 令和４年度港区一般会計予算事故繰越し繰越計算書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

区長報告
第１０号 専決処分について（麻布十番一・二丁目道路整備工事（Ⅱ期）請負契約の変更） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案
第３１号 港区職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ 原案可決

議案
第３２号 港区職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ 原案可決

議案
第３３号 港区職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ 原案可決

議案
第３４号 港区職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ 原案可決

議案
第３５号 港区職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ 原案可決

議案
第３６号 港区特別区税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第３７号 港区立児童遊園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議案
第３８号 港区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第３９号 港区立認定こども園条例及び港区保育の実施に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４０号 港区立児童発達支援センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４１号 港区児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４２号

港区幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４３号

港区幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件を定める条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４４号 港区立学校設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４５号 港区立学校施設等使用条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４６号 港区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４７号 港区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４８号

令和５年度港区一般会計補正予算（第４号） 
●歳入歳出それぞれ3億4,752万円を追加し、総額をそれぞれ1,657億7,458万6千円とする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４９号 工事請負契約の承認について（浦島橋改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５０号 工事請負契約の承認について（港区立大平台みなと荘外壁等改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５１号 工事請負契約の承認について（（仮称）南青山二丁目公共施設新築工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５２号 物品の購入について（介護保険支援システム用サーバー等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５３号 物品の購入について（起震車） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５４号 物品の購入について（携帯トイレセット） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５５号 物品の購入について（港区立芝公園多目的運動場人工芝） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５６号 物品の購入について（港区立図書館等セキュリティゲート） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５７号 物品の購入について（インクジェットプリンター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５８号 物品の購入について（港区立御田小学校ちゅう房機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５９号 指定管理者の指定について（港区立一の橋公園自転車駐車場） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議案
第６０号 指定管理者の指定について（港区特定公共賃貸住宅） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

各会派の態度　　○…賛成　　×…反対
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請願書の書き方 皆さんの声を区政に！

提出前に、区議会事務局に請願書の書き方・提出方法などをご相談ください。

港区議会では、広く皆さんの意見や要望を請願として受け付けています。
特に定められた様式はありませんが、下記の書き方を参考に、次の必要事項を書いてください。

❶請願は、日本語で書いてください。なお、作成に当たっては、改ざんを防止する目的から、
鉛筆や、いわゆる「消せるボールペン」での記入はご遠慮ください。
❷あて先は ｢港区議会議長｣ としてください。
❸請願者の住所、氏名（署名又は記名押印）、電話番号を書いてください。なお、請願者

が多数のときは、代表者を定めて署名簿を添付してください。
❹請願の趣旨を簡潔に書いてください。
❺請願理由を趣旨に沿った具体的な内容をご記入ください。 【提出・問い合わせ】

区議会事務局議事係  電話 ０３-３５７８-２９１５

  （A4 判用紙・おもて）　  　  （A4 判用紙・うら又は２枚目）

○○○に関する請願

港区議会議長
○○　○○　様

提出年月日
請願者
住　所
氏　名
(署名又は記名押印 )
電話番号

請願の趣旨（簡潔に）
○○を○○○してほしい。

請願理由

請願の趣旨に沿った
具体的な内容を
ご記入ください。

書
き
方

令和５年第２回定例会　案件名
自
民
党 

議
員
団

み
な
と 

未
来
会
議

公
明
党 

議
員
団

み
な
と

政
策
会
議

港
区
維
新

共
産
党 

議
員
団

  
No
b
lesse

o
b
l
ig
e

港
区
れ
い
わ

新

選

組

参
政
党

の

会

議
決
結
果

議案
第６１号 指定管理者の指定について（港区営住宅） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議案
第６２号 指定管理者の指定について（港区立住宅） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議案
第６３号 指定管理者の指定について（港区立障害者住宅シティハイツ竹芝） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議案
第６４号 特別区道路線の廃止について（虎ノ門一丁目、西新橋一丁目） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議案
第６５号 特別区道路線の認定について（虎ノ門一丁目、西新橋一丁目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願５
第３号 日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書の提出に関する請願 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 不採択

請願５
第４号 国会に「憲法改正の早期実現を求める意見書」の提出を求める請願 ○ × × × × × ○ × × 不採択

請願５
第５号 生活保護制度の名称を変更するよう求める意見書の提出に関する請願 × × × × ○ ○ × ○ × 不採択

請願５
第６号 地上げにおける暴力的な行為の防止に関する請願 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 不採択

請願５
第８号

国に「羽田新経路の固定化回避に係る技術的方策検討会」の検討内容を住民に知らせるため
の「住民説明会」を開催するように再度、求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

発案５
第１４号 子育て支援と子どもへの直接的な支援の拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

  

皆さんから提出された請願
　採択とした請願   　 　… ………………………………………………………………………………………………………………
環  �国に「羽田新経路の固定化回避に係る技術的方策検討会」の検討内容を住民に知らせるための「住民説明会」を開催する

ように再度、求める請願（令和５年６月２２日受理）

　不採択とした請願  　 　… ……………………………………………………………………………………………………………
総  日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書の提出に関する請願（令和５年６月２２日受理）
総  国会に「憲法改正の早期実現を求める意見書」の提出を求める請願（令和５年６月２２日受理）
保  生活保護制度の名称を変更するよう求める意見書の提出に関する請願（令和５年６月２２日受理）
建  �地上げにおける暴力的な行為の防止に関する請願（令和５年６月２２日受理）

　継続審査とした請願   … ……………………………………………………………………………………………………………… 	

環  �羽田都心飛行ルートはやめ、従来の海上ルートに戻すよう国に求める請願（令和５年６月２２日受理）

【審議した委員会】　総＝総務常任委員会　保＝保健福祉常任委員会　
建＝建設常任委員会　区＝区民文教常任委員会　環＝環境等対策特別委員会

各定例会中に審査する請願の提出締切日が変更となります
　「各定例会初日の３日前（土日・祝日等を除く）午後５時まで」に提出されたものを全議員へ回覧し、署名がついたものを
当該定例会中に審査します。
　令和５年第３回定例会から、締切日が以前より早くなりますのでご注意ください。
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定例会の開会状況 請願の委員会別審査結果

令和４年の議会活動（令和４年1月1日～12月31日）

区分
採

択

不
採
択

取
下
げ

継

続

審
査
中

計

総務常任委員会 1 3 1 2 7 

保健福祉常任委員会 3 1 1 5 

建設常任委員会 3 3 

区民文教常任委員会 1 6 7 

交通・環境等対策特別委員会 1 4 5 

議会運営委員会 0 

計 6 4 1 16 27 

委員会名

委員会の開会状況
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総　　　　　務 1 3 3 1 0 4 1 0 3 2 3 2 23

保　健　福　祉 1 3 3 1 1 4 1 0 3 2 3 2 24

建　　　　　設 1 3 2 0 1 4 1 0 4 1 3 2 22

区　民　文　教 1 2 2 1 0 3 1 0 3 2 2 2 19

小　　　　　計 4 11 10 3 2 15 4 0 13 7 11 8 88

　
特
　
別
　
委
　
員
　
会

交通・環境等対策 0 1 1 1 0 3 0 0 1 1 0 2 10

行財政等対策 0 0 2 0 0 1 0 0 1 1 0 1 6

まちづくり・子育て・高齢者等対策 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 2 6

エレベーター等安全対策・
新型コロナウイルス感染症対策 0 1 1 0 1 1 1 0 1 2 0 1 9

東京オリンピック・パラリンピック対策 0 0 1 0 1 1 3

東京 2020 大会レガシー 1 1 0 1 1 1 1 6

令和 4 年度予算 2 8 10

令和 3 年度決算 9 1 10

小　　　　　計 0 4 14 1 2 8 3 0 13 7 1 7 60

議会運営委員会 0 3 2 0 0 4 0 1 3 2 3 1 19

合　計 4 18 26 4 4 27 7 1 29 16 15 16 167

委員会名

（日）

（件）

会　議　名 会　　　期 延日数 本会議日数

第 1 回定例会 2 月 16 日～ 3 月 15 日 28 日 5 日

第 2 回定例会 6 月 8 日～ 6 月 17 日 10 日 3 日

第 3 回定例会 9 月 8 日～10 月 6 日 29 日 5 日

第 4 回定例会 11月 24 日～12 月 2 日 9 日 3 日

計 76日 16 日
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議案・請願等の議決等件数
会議名

第 1 回
定例会

（2 月）

第 2 回
定例会

（6 月）

第 3 回
定例会

（9 月）

第 4 回
定例会

（11 月）
計

区
　
　
　
　
長
　
　
　
　
提
　
　
　
　
出

条例の制定改廃 （地方自治法第 96 条第 1 項第 1 号） 19 9 21 16 65
予算（地方自治法第 96 条第 1 項第 2 号） 8 1 3 3 15
決算（地方自治法第 96 条第 1 項第 3 号） 4 4
契約の承認（地方自治法第 96 条第 1 項第 5 号） 3 4 3 3 13
包括外部監査契約の承認（地方自治法第 252 条の 36 第 2 項） 1 1
土地の交換（地方自治法第 96 条第 1 項第 6 号） 0
建物の購入（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 0
土地の購入（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 0
物品の購入（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 2 4 2 1 9
建物の売払い（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 0
訴えの提起・和解（地方自治法第 96 条第 1 項第 12 号） 0
損害賠償額の決定（地方自治法第 96 条第 1 項第 13 号） 0
指定管理者の指定について 1 6 1 8
特別区道路線の認定・廃止等 0
人事の同意・推薦 8 2 2 12
町の区域の新設・変更 0

区長報告
専決処分の承認（地方自治法第 179 条） 1 1
専決処分の承認（地方自治法第 180 条） 6 1 1 8
そ　の　他 2 6 12 20

港区有道路の廃止 0
東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議 1 1
児童自立支援施設に係る事務の委託に関する協議 0
特別区人事及び厚生事務組合規約の変更に関する協議 0

小　　　　　計 50 20 48 39 157

議
　
員
　
提
　
出

条例等 1 1 2
意見書・要望書・決議 3 1 4
調査案件 1 1
その他 0

小　　　　　計 0 1 4 2 7

そ
　
　
の
　
　
他

選挙 1 1
常任委員会委員の選任・辞任 4 4
運営委員会委員の選任・辞任 1 1
特別委員会の設置 1 1 1 3
特別委員会委員の選任・辞任 1 5 1 7
常任委員会委員の所属変更 1 1
その他（特別委員会調査終了） 1 1

小　　　　　計 2 13 2 1 18

請
　
　
願

採択 3 2 1 6
不採択 2 2 4
取下げ 1 1
審議未了 0

小　　　　　計 1 5 2 3 11

合　　　　　計 53 39 56 45 193

種類別

（件）
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次回 11月発行予定の「区議会だより」の表紙を飾る写真（デジタルデータ）を募集します。

◆この「区議会だより」は、新聞折り込みのほか、区の主な施設の窓口にも
置いてあります。また、郵便局、公衆浴場、東京メトロ７駅、ＪＲ（品川・
田町・浜松町・新橋）４駅、ゆりかもめ５駅などに置いてあります。

◆個別送付も行っていますので、ご希望の方はご連絡ください。
◆「区議会だより点字版」「声の区議会だより」も発行していますので、ご利

用ください。「声の区議会だより」はホームページにも掲載しています。
【申し込み・問い合わせ】
区議会事務局議会広報担当　電話　03-3578-2920

 　写 真 の テ ーマ
私が好きな港区の風景

（発行月（11月）の季節にあった風景）

　応 募 規 定
１． 区内で撮影された横向き写真
２．�10MB 以下の JPEG データ（未発表の写真）を下記の

URLからご送付ください。
　 　�または、外部記憶媒体（CD-ROM 等）に書き込み、ご

郵送ください（返却不可）。

　 応 募 フォーム の U R L 　

https://logoform.jp/form/Mt5V/339622

令和5年第３回定例会は９月中旬に開会する予定です。

あとがき

  

編
集
委
員  

副議長 七 戸 じゅん 野 本 たつや
三 田 あきら 山野井 つよし

さいき 陽 平 白　石 さと美

　 応 募 方 法
１．氏名、住所、電話番号、
　  メールアドレス、
　  撮影場所、撮影日、
　  写真のコメント
　  （１７文字以内）を明記してください。
２．応募締切　令和５年１０月９日
３．応募・問い合わせ　
　  〒105-8511  港区芝公園1-5 -25　
　 区議会事務局 議会広報担当
　 （電話 03-3578 -2920）

　 そ の 他
掲載作品の選考は「区議会だより編集委員会」で
行います。

区議会だよりの表紙をあなたの写真で飾りませんか？

●子育て支援と子どもへの直接的な支援の拡充を求める意見書

厚生労働省が発表した令和４年の出生数は７７万７４７人となり、７年連続で過去最少を更新しました。これは
統計開始以来、初の８０万人割れという数値でもあり、出生数の減少に歯止めがかかっていない現状といえます。

令和５年６月１３日に「こども未来戦略方針」が閣議決定され、こども政策の方針が示されました。その中で、
子育て世代の所得向上に全力で取り組むことや、児童手当の所得制限撤廃や支給期間の延長など拡充の方針が
示されました。

一方で、依然として多くの子ども・子育て支援策においては所得制限が設けられています。また、所得制限の
撤廃に伴い、１６歳以上の子どもに対する扶養控除見直しが検討されているとのことです。過去に、年少扶養控
除が撤廃されたことで、可処分所得が減ってしまった家庭が都心区、港区には多く存在します。

よって、港区議会は国会及び政府、並びに東京都に対し、下記の事項について要望するものです。

記

１　各種子育て支援策に係る所得制限を撤廃すること。
２　年少扶養控除の復活と１６歳以上の扶養控除を継続すること。
３　子どもへの直接的な支援を拡充すること。

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、
内閣府特命担当大臣（こども政策）、内閣府特命担当大臣（少子化対策）、東京都知事　

あて

意見書を提出しました


